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広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
て
か
ら
７
５
年
、
コ
ロ
ナ
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
の
も
と
で
開
催
さ
れ
た

原
水
爆
禁
止
２
０
２
０
年
世
界
大

会
は
、
８
月
２
日
か
ら
９
日
ま
で

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
ま
し
た
。

（
左
の
写
真
は
、
ピ
ー
ス
ウ
ェ
ー

ブ
サ
ッ
ポ
ロ
の
活
動
報
告
。
８
月

６
日
） 

６
日
の
広
島
デ
ー
に
は
、
国
連

事
務
次
長
の
中
満
泉
・
軍
縮
問
題

担
当
上
級
代
表
（
下
写
真
）、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
ト
ー
マ
ス
・
ハ
イ
ノ

ッ
チ
軍
縮
軍
備
管
理
不
拡
散
局
長

や
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
の
ベ
ア
ト
リ
ス
・

フ
ィ
ン
事
務
局
長
ら
が
参
加
。
９

日
の
長
崎
デ
ー
に
は
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
サ
イ
エ
ド
・
ハ
ス
リ
ン
・
ア

イ
デ
ィ
ッ
ド
国
連
大
使
、
新
ア
ジ

ェ
ン
ダ
連
合
の
メ
キ
シ
コ
政
府
代

表
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
の
大
会
は
、
経
験

の
な
い
参
加
形
式
で
理
解
が
深
ま

ら
な
い
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
世

界
の
運
動
と
密
接
に
つ
な
が
っ
た

運
動
は
確
実
に
前
進
し
て
い
る
と

実
感
で
き
ま
し
た
。 

核
兵
器
の
使
用
や
所
有
な
ど
を

初
め
て
違
法
化
し
た
核
兵
器
禁
止

条
約
は
、
批
准
は
４
０
カ
国
と
な

り
、
発
行
に
必
要
な
５
０
カ
国
ま

で
、
あ
と
１
０
カ
国
と
迫
っ
て
い
ま

す
。
国
際
条
約
と
し
て
は
速
い
テ
ン

ポ
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

よ
っ
て
、
世
界
で
７
０
万
人
を
超
え

る
人
々
の
命
が
奪
わ
れ
、
貧
困
層
は

じ
め
移
民
・
難
民
・
先
住
民
な
ど
社

会
的
弱
者
の
間
で
の
感
染
拡
大
が

と
り
わ
け
深
刻
化
。
世
界
で
は
約
２

兆
ド
ル
（
約
２
１
２
兆
円
）
が
新
た

な
核
開
発
を
含
む
軍
備
増
強
に
費

や
さ
れ
て
い
ま
す
。
軍
備
の
増
強
よ

り
も
、
生
活
と
雇
用
、
営
業
、
公
衆

衛
生
の
た
め
に
、
使
う
お
金
を
切
り

替
え
よ
う
と
い
う
声
が
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。 

豊
田
市
で
は
署
名
運
動
を
街
頭

の
訴
え
だ
け
で
な
く
、
草
の
根
対
話

で
広
げ
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

国連の中満泉・事務次長。８月６日 

豊
田
市
中
央
図
書
館
で
８
月
１

６
日
ま
で
「
原
爆
と
人
間
展
」
が
開

催
し
て
い
た
の
で
見
学
（
下
写
真
）。

「
焼
き
場
に
立
つ
少
年
」
の
写
真
な

ど
を
見
て
、
日
本
政
府
も
核
兵
器
禁

止
条
約
に
賛
同
す
る
べ
き
、
と
の
思

い
を
強
め
ま
し
た
。 

 

豊
田
市
議
会
派
の 

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
態
度 

  

豊
田
市
議
会
で
は
、
２
０
１
８
年

の
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
核
兵
器

禁
止
条
約
に
日
本
政
府
も
署
名
・
批

准
す
る
よ
う
求
め
る
請
願
が
審
議

さ
れ
、
自
民
会
派
は
反
対
、
市
民
フ

ォ
ー
ラ
ム
会
派
は
反
対
、
公
明
党
会

派
は
反
対
で
し
た
が
、
日
本
共
産
党

と
、
と
よ
た
市
民
の
会
は
賛
成
し
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
や
市
会
議

員
が
な
ぜ
反
対
・
賛
成
し
た
の
か
、

は
豊
田
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
で
「
核
兵
器

禁
止
条
約
」
で
検
索
す
る
と
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

豊
田
市
議
会
で
も
、
核
兵
器
禁
止

条
約
に
賛
同
す
る
市
会
議
員
が
増

え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

（
本
多
の
ぶ
ひ
ろ
） 

核兵器ゼロを求めて 

ヒバクシャ国際署名を 

よびかけます。ご参加ください 

 

豊田市駅西側にて 

主催：豊田地域原水爆禁止協議会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

レ
ー
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
は
「
利
用

は
年
間
約
３
０
万
回
に
な
り
、
多

く
の
方
の
お
役
に
立
て
て
よ
か
っ

た
」
と
言
い
ま
す
。
一
方
で
「
サ

ー
ビ
ス
の
認
知
度
が
低
く
、
セ
ー

ル
ス
と
間
違
え
ら
れ
て
切
ら
れ
た

り
、
受
信
拒
否
に
あ
っ
た
り
し
た
。

国
の
制
度
と
な
る
こ
と
で
、
周
知

も
す
す
み
、
こ
う
し
た
課
題
が
解

決
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
」
と

話
し
ま
す
。 

 

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
「
Ｇ
７
」

の
中
で
日
本
だ
け
制
度
化
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
法
で
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
と
い
う

こ
れ
ま
で
の
利
用
者
の
要
件
は
な

く
な
り
ま
す
。
２
４
時
間
３
６
５

日
、
緊
急
時
も
使
え
ま
す
。
国
は

費
用
負
担
せ
ず
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
電

気
通
信
事
業
者
が
電
話
提
供
事
業

者
と
し
て
負
担
し
ま
す
。
費
用
は

開
始
年
度
年
間
１
０
億
円
を
見
込

ん
で
お
り
、
増
や
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
政
府

は
受
益
者
負
担
を
う
た
っ
て
お

り
、
最
終
的
に
利
用
者
負
担
が
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
の
小
中
栄

一
副
理
事
長
の
話 

 

「
電
話
と
い
う
バ
リ
ア
ー
の
解
消

が
よ
う
や
く
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

う
れ
し
い
で
す
。
誰
で
も
知
っ
て

い
る
制
度
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
電
話
は
未
体
験
の
た
め
不

安
が
大
き
く
、
利
用
を
遠
慮
し
孤

立
し
が
ち
な
、
ろ
う
者
は
ま
だ
多

く
い
ま
す
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

使
え
る
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と

が
、
ろ
う
者
の
社
会
参
加
の
進
展

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ろ
う
者
が
安

心
し
て
電
話
を
か
け
ら
れ
る
よ
う

手
話
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
養
成
・
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
。
」 

   

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
円
滑
化

法
案
に
つ
い
て
、
全
日
本
ろ
う
あ

連
盟
は
、
「
当
事
者
の
意
見
を
反

映
で
き
る
仕
組
み
を
明
記
し
て
ほ

し
い
」
と
、
法
案
修
正
の
要
望
書

を
法
案
を
審
議
す
る
衆
院
総
務
委

員
会
に
提
出
。
各
党
委
員
に
も
要

望
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
要
望
を
正
面
か
ら
受
け
と

め
た
日
本
共
産
党
の
本
村
伸
子
議

員
は
、
た
だ
ち
に
修
正
案
の
作
成

に
と
り
く
み
ま
し
た
。
同
時
に
、

立
憲
民
主
党
の
山
花
郁
夫
議
員
な

ど
野
党
委
員
に
協
力
を
呼
び
か
け

協
議
。
５
項
目
の
野
党
修
正
案
が

 

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
通
訳
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
「
文
字
」
や
「
手
話
」
と
、

「
音
声
」
と
を
通
訳
す
る
こ
と
で
、

聞
こ
え
な
い
人
や
聞
こ
え
に
く
い

人
と
、
聞
こ
え
る
人
を
即
時
双
方

向
に
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ

れ
を
制
度
化
し
た
法
律
が
６
月
に

全
会
一
致
で
成
立
。
来
年
度
か
ら

国
の
施
策
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。 

 

成
立
し
た
の
は
、
聴
覚
障
害
者

等
に
よ
る
電
話
の
利
用
の
円
滑
化

に
関
す
る
法
律
で
す
。 

 

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
、
日

本
財
団
が
２
０
１
３
年
９
月
か
ら

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
同
法
成
立
に
伴
い
、
来

年
３
月
３
１
日
に
同
事
業
は
終

了
。
利
用
登
録
者
数
は
１
万
５
０

０
０
人
で
す
。
日
本
財
団
電
話
リ

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
野
党
は
修
正

案
を
一
致
し
て
与
党
に
要
求
。
与

党
と
の
協
議
の
中
で
、
総
務
大
臣

が
基
本
方
針
を
定
め
る
に
あ
た
っ

て
「
聴
覚
障
害
者
等
そ
の
他
関
係

者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
明
記
す
る
修
正
で
合

意
し
ま
し
た
。
政
府
が
閣
議
決
定

し
て
提
出
し
た
法
案
に
対
し
て
、

野
党
が
提
起
し
た
修
正
案
に
与
党

が
賛
成
し
、
衆
参
両
院
で
全
会
一

致
で
可
決
、
成
立
す
る
の
は
、
画

期
的
で
す
。 

 
 

 

本
村
議
員
は
、
５
月
２
６
日
の

総
務
委
員
会
で
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
「
私
た
ち
の
こ
と
を
私
た
ち

抜
き
で
決
め
な
い
で
」
と
い
う
当

事
者
参
加
の
必
要
性
を
強
調
し
ま

し
た
。
本
村
議
員
は
「
日
本
に
電

話
が
生
ま
れ
て
１
５
０
年
、
つ
い

に
！ 

法
案
成
立
後
、
お
会
い
し

た
当
事
者
の
方
々
の
喜
ぶ
お
顔
に

涙
が
出
て
き
ま
し
た
。
尽
力
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
の

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

電
話
料
金
、
通
信
料
金
、
通
信
機

器
な
ど
の
負
担
が
、
利
用
の
妨
げ

に
な
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
す
べ

て
の
当
事
者
の
方
々
が
利
用
で
き

る
制
度
の
構
築
の
た
め
に
、
全
力

を
尽
く
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

す
。
（
７/

８ 

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
よ 

 
り
） 

 

今
議
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
を
行
い
な
が
ら
の
開
催
と
な

り
ま
す
。 

◆
４
日
（
金
）
…
開
会 

◆
７
日
（
月
）
～
９
日
（
水
） 

…
一
般
質
問 

◆
１
０
日
（
木
）・
１
１
日
（
金
） 

・
１
５
日
（
火
） 

…
予
算
決
算
委
員
会 

◆
１
６
日
（
水
）
～
２
４
日
（
木
） 

…
常
任
委
員
会
・
予
算 

決
算
分
科
会 

◆
２
８
日
（
月
） 

…
予
算
決
算
委
員
会 

◆
２
９
日
（
火
）
…
採
決
・
閉 

 

 
 
 
 

会 

 

 

 

 

 

 

質
問
す
る
も
と
む
ら
伸
子
衆
院
議
員 

 

 

 


